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は じ め に

本誌『和歌山の農業士』は、和歌山県の地域農業を牽引するリーダーとして

知事に認定された『農業士』が、互いの活動を共有するとともに、関係者の皆

様や一般の方々へも、広く積極的に情報発信していくため作成しています。

農業士が長年の農業経験で培った経営観や、これからの農業にかける熱い想

いを紹介する内容に加え、各地域で展開される農業改良普及活動や、農業士会

としての取り組みなどを内容に盛り込んでいます。

農業に関係する皆様方には、是非、ご一読頂き、地域農業の実情や農業経営

の現状等について、ご理解を深めて頂ければ幸いです。
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巻 頭 言
農業の情勢をみて

～農業は何のため？誰のため？～
和歌山県農業士会連絡協議会

副会長　井　辺　耕　平

令和５年度から連絡協議会の副会長を務めさせて

もらっています、海南市下津町の井辺です。

私の家は、柑橘経営に取り組んでいます。かつ

ては「農業を取り巻く情勢は厳しいものがあり‥‥

云々」などよく耳にしました。

最近の情勢をグローバルに見ると地球温暖化の進

展により、異常気象が発生して爆弾低気圧、線状降

水帯、ゲリラ豪雨等が起こっています。令和 5年 6

月2日の台風２号は直撃こそ免れたものの、接近に

伴いもたらされた豪雨は浸水や土砂災害をもたらし

ました。私の近辺でも園地の崩落等土砂災害が多く

見られました。災害とはいえないもののミカンでは

発芽や開花など生育の前進化、着色の遅れ、浮き皮

現象など生育の変化も目立ってきています。このほ

かにも地震や津波などの自然災害、新型コロナウイ

ルス感染症，資材高騰、諸々の風評被害など農業生

産を制約する出来事もあります。

一方、ローカルに見ると、海南市下津町の多くでみ

かんをはじめとする柑橘類は傾斜段畑を中心に栽培さ

れ、作業性が良くありません。農家の高齢化と担い手

の減少から、遊休農地や耕作放棄地が増えています。

これに鳥獣被害の発生が拍車をかけ、さらに耕作が減

少するといった負のスパイラルに陥っています。

これら諸々の条件が重なり営農を断念する農家も

あります。依然として、農業にとって厳しい状況かと

思います。心が折れそうなところもありますが、人々

は英知を絞り困難を克服するものだと信じたいです。

厳しい情勢の一方で、未来を照らす明るい兆しも

感じられます。

一つ目は異常な気象条件下でも高品質で安定して生

産できる品種が発表されています。浮皮現象の発生し

にくいミカンは産地の維持発展に不可欠だと思います。

二つ目は省力・軽労化に関して技術が進展してき

ている点です。ドローンや、リモコン草刈り機、ア

シストスーツなどが発表され、課題はあるものの作

業重労働からの解放が実現されつつあります。

三つ目は、施設栽培で環境制御技術により高品質安

定だけでなく農薬に頼らない生産の例も見られるように

なっています。生産物に安全安心がプラスされています。

最後に、ＳＤＧｓの考え方が農業にも導入されてき

ました。サステナブルな社会実現のために、働きが

いのある仕事を推進し、経済成長を持続させる。持

続可能エネルギーへの接続や持続可能な生産消費パ

ターンの確保などが盛り込まれています。

自然の異変や技術の革新など変化のめまぐるしい

ところはありますが、「なぜ農業をするのか？」とい

う理由は今も昔も変わらないと思います。私は農業

を通じて社会を豊かにすることが与えられた使命と

考えています。おいしい果実をタイムリーに供給し、

見て、触って，食べてカラダと心を満たしていただき

ます。その上で健康増進へ寄与ができ、暮らしの彩

りが豊かになれば幸いです。私にとって，農業が「世

のため人のためになり、ひいては自分のためにな

る。」ものとするため頑張ります。
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巻 頭 言
高校生に気づかされた

「果樹試験場にできること」
和歌山県果樹試験場

場長　鯨　　　幸　和

地域のリーダーとして日々ご活躍されている農業士
の皆様には、果樹試験場の試験研究に多大なご協力を
いただいておりますこと、心よりお礼申し上げます。
さて、昨年 10月 1日、大阪府立大手前高校の修

学旅行生（84 名）が来訪されました。非常に印象
に残るトピックでしたので、本欄をお借りして振り
返らせて下さい。
研究内容を紹介する座学と場内見学を組み合わ

せて対応したところ、農薬散布ドローンやシカを捕
獲する新しいタイプの檻は都会育ちの学生にとって
好奇心をそそられた様子でした。また、「ゆら早生」
「YN26」に加え、今や希少な「宮本早生」「紀秋早生」
の4品種で収穫体験（試食）させたところ、それま
では旅の疲れ？で少しばかり大人しかったのが一転
して花が咲いたように賑やかになり、引率の先生方
も含めて幸せな表情に変わったのが印象的でした。
そして、来訪の数週間後に届いた全員の感想文は、
まさに我々を勇気づけ、気づきを与えてくれる「贈
り物」でした。紙面スペースの都合で抜粋となるの
が惜しいですがご紹介します。
まず、「品種によって収穫時期や味に違いがあり、
品種に注目する面白さを学んだ。」というように、
ミカンの品種に興味が沸いたという感想が多く寄せ
られました。また、品種による食味の違いについて
は、「自分は甘いミカンを美味しいと感じたが、友
人や先生は酸っぱいミカンを美味しいと言っていて
興味深かった。」というように、新旧 4品種に対す
る「推し」の評価が分かれ、「宮本早生」や「紀秋
早生」も好評だったのが意外でした。
もぎたての美味しさにも驚いた様子で、「口に運
ぶ手が止まらなかった。」「想像の何倍も甘くて一生
忘れません。」「ミカンは苦手でしたが克服！」「美
味しいミカンは美味しいということに果樹試験場で

気づけた。」「本当に幸せ。」といった嬉しいコメン
トが溢れていました。
「病害や鳥獣害を乗り越えたミカンだけが市場に
届けられている」ということにも気づきがあったよ
うで、「雨、台風、シカ、虫から農家さんが大切に
守って育てたものと実感。」「ひとつのミカンにたく
さんの人の労力。感謝したいしもっと知りたい。」「美
味しく安全なミカンは農家さんや試験場などに支え
られていることを学び、食への感謝が深まった。」
といったコメントを目にした時、「我々のメッセー
ジはしっかり届いていたんだ。」と実感できました。
今後の試験研究の励みになるコメントも多く寄せ

られました。「ドローンは小さい頃に見た未来そのも
ので、ただひたすらに格好良くて心が躍った。」「た
くさんの研究、もっと知りたくなった。」「ミカン好
きの弟にどうして和歌山のミカンが美味しいのか教
えます。そうやって知名度や評価を上げていくこと
が大切。」「学んだことを家族や友人に共有し、和歌
山の果樹の魅力を広めたい。」これらのコメントは、
この日に向けて研究員で知恵を絞り、精一杯対応し
た事に対する成果であり、明日への活力となるご褒
美としていただけたのだと真摯に受け止めています。
ミカンの消費拡大に向けては、若い世代にミカンの
色んな側面をアピールし、ファンを育んでいくことが
不可欠です。ミカンに関わる全ての方々がそれぞれ
の立場で考え、発信・行動する　そうすれば産地の
想いは必ず消費者に届くのだということを確信すると
ともに、「果樹試験場にもまだまだ出来ることはある
なぁ！」ということに気づかされたイベントでした。
ミカンを取り巻く情勢は決して明るいとは言えま

せんが、果樹試験場はたゆまず知恵を絞り続けます。
産地のみなさんとともに生産振興に努めますので、
今後ともよろしくお願いします。
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私の農業

農業士定年を間近に控え…                           

農業経営の概況

和歌山市　指導農業士

河 島 康 典

新ショウガの収穫

新ショウガの定植

○作付品目と面積　
新ショウガ	 90 ａ
　　ホウレンソウ	 120 ａ
　　コマツナ	 70 ａ
　　　合計	 280 ａ

○労働力
　家族	 3 人
　パートタイム	 15 人

１．はじめに
私は、和歌山市内、紀ノ川右岸河口近くの湊中洲

で、新ショウガ・コマツナ・ホウレンソウなどをビ

ニールハウスと露地ほ場で栽培しています。行政的

には子供の頃から市街化区域に指定された所です。

多少の混住化は見られますが、よくぞこれだけの農

地がまとまって残っているものだと我ながらに感心

するような地域です。卒業後すぐに就農し、早いも

ので今年で 43年目になりました。

２．農業経営の特徴と今後の経営方針
就農当時は単棟ハウスだったものが連棟ハウスへ

と順次施設を更新してきました。基幹となる品目は

昔も今も新生姜ですが、青首ダイコン、コカブなど

の重量野菜から都市近郊という立地条件をより活か

した、ホウレンソウ・コマツナ・ミズナといった軟

弱野菜に切り替えてきました。そうした中で家族だ

けで可能な作付体系から多くのパートさんのお世話

が必要となる作付体系に変わりました。

最近は、少子高齢化のためでしょうか、長引く低

成長社会のためでしょうか、消費者の消費する力が

ずいぶんと弱くなったような気がします。これから

は生産者側も、より高付加価値な生産を目指すのか、

低コストな生産を目指すのか、社会の変化に柔軟に

対応できる、「変化することへの勇気」が求められ

ていると思います。
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ホウレンソウ（施設）

ホウレンソウ（露地）

３．おわりに
就農当時、地区担当の普及員さんは河西農協本

所２階に部屋を持ち、農家の生産現場と普及員さ

んとの『ある種幸せな距離感の時代』だったかと

思います。当時の普及員さんが独身の後継者達を

月一回のペースで集めてくれて独自に講習会や産

地見学などを計画し、そうした活動の延長で青年

農業士にご推薦頂いたのが農業士会にお世話にな

るきっかけでした。

地域農業士、指導農業士へと移行していく折々

に脱会することも頭をよぎることがありましたが、

その時々の普及員さんのおかげで今に至っていま

す。

「農業士会に入っているメリットは？？？」よく

このような近視眼的な質問を聞かれることがありま

す。家族経営で営農しているとともすれば視野の狭

い蛸壺に落ち込んでしまった自分に気がつくことが

ありますが、東西にも南北にも広い和歌山県下、た

とえ栽培品目が違っていても指標となる人との出会

いが農業士会に入っているおかげでたくさんありま

した。入っているメリットは自分自身で見つけるも

のだということを知りました。

最後になりましたが、農業士会でお世話になる

のも残りわずかな期間になりましたが、最後まで

佳いお付き合いができますようによろしくお願い

します。
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私の農業

新たな栽培法へのチャレンジ

農業経営の概況

○作付品目と面積
水稲	 60 ａ
イチゴ	 20 ａ
キウイ	 1 ａ

○労働力
家族労力	 3 人

岩出市　地域農業士

吉   村 　   学

１．はじめに
私は農業を始めてから 19年になります。就農し

たての頃は親の手伝い程度のことしかできていませ

んでしたが、14 年前の結婚を機に経営と家計を独

立させるために新たな作物の導入を考えました。美

味しいと言われる物が作りたくて、果樹も考えたの

ですが、子供でも皮を剥かず簡単に食べられるイチ

ゴを選びました。最初は 5a程度の連棟ハウスを建

てて高設栽培に取り組み始めました。その 3年後

には 8a のハウスを建て増しし、現在は計 13a の

ハウスでイチゴ栽培を夫婦 2人で営んでいます。

以前は 60a の水田を両親に任せていましたが、

高齢になってきたので父が隠居し母親と私たち夫婦

と 3人で協力し合って栽培しています。

２．農業経営の特徴
私のイチゴ栽培の目標は大玉果生産です。そのた

め雇用はせず、2人で栽培できる面積に止めていま

す。大玉果は果形が不揃いとなりやすく販売先は限

られますが、子どもが大玉のイチゴを夢中で食べて、

果汁で服を汚して親が困るような大玉化を作りたい

と思っています。

そしてもう一つ、スマート農業を取り入れた栽培

が特徴です。

2018 年の台風 21 号で 8a のハウスが全壊、5a

のハウスは半壊してしまいました。台風の翌年に全

イチゴ栽培ハウス

大玉果生産を目指して
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壊のハウスを再建し、その翌年には半壊のハウスも

再建しました。この再建を機に環境制御の機器を導

入し、換気のための開閉を自動化等したスマート農

業に着手することとなりました。

このスマート農業を取り入れるきっかけとなった

のは、2018 年の秋に近畿大学生の卒業論文のお手

伝いをする形で日射比例の灌水装置を設置して頂い

たことです。その時お世話になった教授の星先生並

びに学生さんとの会話や実際に設置・測定して頂い

たデータなどから、これからの効率的な生産にスマ

ート農業の必要性を強く感じました。

その翌年からハウス内外の気象データをモニタ

リング、数値化し、その数値とイチゴの生育を見

比べていきました。そのまた翌年には気象データ

を利用した環境制御に対応した装置やCO2	発生装

置を設置することにしました。また、県主催のス

マート農業塾にも参加し、それらのデータをより

うまく使いこなせるようになりました。以前に比

べて水や肥料のムダ、温度・湿度のムラをより少

なくし、更に安定した生産につなげて行くべく取

り組んでいます。

これらの技術やデータを活かし今後も大玉果の生

産に励みます。

３．今後の経営方針
今までどおりこだわりを持ってイチゴを栽培する

のはもちろんのこと、スマート農業を活用し、より

高次元で味も収量も安定した出荷ができる様にして

いきたいです。そして大切なのが後継者対策。イチ

ゴ栽培は生半可な気持ちでは成功しないのでやる気

があれば外部の人材でも継承できるように法人化な

ども視野に入れていきたいです。

４．おわりに
今年は年始めから大きな災害があり、自分の経営

の中でも災害時の対策が必要かなと考えるようにな

っています。また、昨今の燃油や肥料などの原材料

や資材が高騰し農業を取り巻く環境はとても厳しい

状況ではありますが、頑張って農業を楽しんでいき

たいと思っています。

環境制御装置のセンサー部
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私の農業

これまでの農業経営を振り返って

農業経営の概況

○作付品目と面積
　かき	 210 ａ
　　うち刀根早生	 80 ａ
　　　　平核無	 60 ａ
　　　　富有	 70 ａ
　くり	 20 ａ
　柑橘	 30 ａ

○労働力
　　家族	 2 人

かつらぎ町　指導農業士

西 垣 俊 秀

１．はじめに
私は昭和56年に和歌山県農業大学校（現和歌山県

農林大学校）を卒業し、その後の2年間は派米農業

研修生として、カリフォルニアで柑橘栽培の研修をし

てきました。帰国後は伊都農協（現ＪＡ紀北かわかみ）

に就職し、営農指導員として12年間勤めました。

両親が元気なうちに農業経営を引き継ぐため、平

成 7年に退職して就農しました。

２．農業経営の方針と特徴
就農当初は果樹を中心に、家族 4人で約 3ha の

経営を行っていました。しかし、ほ場は傾斜地が多

く、労力が多くかかるため、省力化が大きな課題で

した。そこで、防除作業の負担を軽減するため、ス

ピードスプレーヤ（SS）の導入と、園内道の整備

を行いました。整備後は、それまで 3人で 2日か

かっていた消毒が、1日あれば余裕で終わるように

なりました。園内道の施工に関しては、県の「らく

らく農業」の補助事業が大変役に立ちました。

当時は経営の中で刀根早生の占める比率が高く、中

心となる品目でしたが、私の就農前から刀根早生の販

売価格は大暴落を続けており、その対策として刀根早

生のハウス栽培を始めました。SSとハウスを導入す

る際には、国の後継者育成資金のお世話になりました。

しかし、就農から 10年もしないうちに父親が亡

くなったため、労力配分や経営形態の見直しを行い、

ハウス栽培を止めました。その後は、母の高齢化に

よる将来の夫婦 2人体制に対応するため、品種更

新や改植に努めました。具体的には、刀根早生の労

力分散を図るため、極早生種に高接更新。刀根早生

の販売価格暴落の影響で、販売価格が益々低下して

いる平核無樹（70年から 80年生）を若木へ改植（国

の事業を活用）。同様に老木になった温州みかんの

改植。うめからくりへの品目転換。高接ぎの刀根早

生は富有柿へ改植するなど、夫婦 2人の労力で農

園の管理ができる体制に変えつつあります。

機械類では、肥料散布機、粉砕機、乗用草刈り機、

ラジコン動力噴霧器等の作業機を揃え、更なる省力

化に努めています。

販売においても、以前は JA選果場にすべて出荷

していましたが、現在は直売所と個人販売の占める

比率が 50％を超えました。
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中山間地域の営農で、一番の課題はイノシシ、シ

カの獣害です。園地全体をワイヤーメッシュで囲ん

でいますが、20 数年もたつと溶接部が朽ちてきま

す。以前のメッシュは大きさが 15cm角だったの

で、ウリ坊（イノシシの幼獣）の侵入が絶えずあり

ました。シカは 1mの高さであれば容易く飛び越

えてきます。そこで、ワイヤーメッシュを 2段に

重ね、下部の 1段目に 10cm角、上部の 2段目に

15cm角のワイヤーメッシュを張り、イノシシとシ

カの侵入を防いでいます。

３．今後の経営方針
昨年来からの燃料・肥料等の資材高騰対策として、

肥料は有機 100％を目指して「つの有機」や鶏糞

のブリケット肥料を用い、肥料散布機で施用してい

ます。有機石灰も粒状のものを用い、いかにして手

散布での施用を減らすか、これまで以上の省力化と

経費節減が今後の課題です。

なお、全体の経営方針としては、長男の自発的な

就農を期待して、70歳まで現役維持です。

４．おわりに
農業士の使命の 1つとして、後継者育成があり

ます。昨年も就農支援センターからの依頼で研修生

を受け入れ、新規就農につながりました。就農した

と聞くと、とてもうれしいです。この年まで後進の

育成に頑張れたのは、妻の支えがあったからと感謝

しているところです。

私は本年で65歳を迎え、農業士を定年となります。

就農してから30年、全力で頑張ってきて、そろそろ

年齢的に無理がきかなくなってきました。一般社会で

の定年退職、再雇用の終了の年齢を迎え、今は夫婦

2人で今後の農業経営の在り方を模索しています。

これからはあまり無理をせず、夫婦 2人で息の

長い農業経営に携わっていきたいと思います。

粉砕機

ラジコン動力噴霧器

肥料散布機

獣害対策用に高く張られたワイヤーメッシュ
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私の農業

高品質なみかん作りと
後継者の確保を

有田川町　地域農業士

川 口 記 生

農業経営の概況

○作付品目と面積
温州みかん	 250 ａ
　うち極早生	 50 ａ
　　　早生	 150 ａ
　　　中生	 40 ａ
　　　晩生	 10 ａ
不知火	 15 ａ

○労働力
　家族	 3 人

１．はじめに
私は両親がかんきつ専作農家を営んでいたことも

あり、昭和 60年に県農業大学校（現農林大学校）
を卒業後すぐに就農しました。就農当時から老木園
が多いこともあって、毎年10aずつ改植を進めてき
ました。十分な収量を確保するため、全体を平均し
て樹齢15年程度をキープできるよう計画的に改植
を行っています。改植先の品種は、その時代のはや
りの品種が多く、かつては「宮本早生」や「上野早生」、
近年では「ゆら早生」や「田口早生」、さらには「き
ゅうき」などへの改植を行ってきました。また、就
農直後から7月出荷のハウスみかんにも取り組んで
きましたが、老木化や重油価格の高騰により平成24
年が最後となりました。現在は、不知火の簡易屋根
掛け栽培として設備を有効活用しています。

２．農業経営の特徴 
私の住む地区は有田川の南岸に位置し、多くの園

地が中生層の土壌で、3分の 1ぐらいが平坦地、残

りが傾斜園となっています。有田川の北岸の園地に
比べると果皮の紅や玉のはりは少し劣る感じはしま
すが、収穫が早く、じょうのう膜がやわらかい、や
さしいみかんができると感じています。
高品質なみかんを生産するためには、微量要素が

みかん園

改植した「ゆら早生」
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重要であると感じています。有機質肥料や天然の
硫酸マグネシウム、カキ殻の石灰質などを投入し、
15年ほど続けているとみかんの品質も向上してき
たと実感するようになってきました。
また、高品質栽培の面では平成 17年から 30a ほ

どの面積でマルドリ栽培にも取り組んでおり、品質
の良いみかんが安定して生産できています。

販売面では、地区の集落共選であるマル有共選に
出荷しており、名古屋や岡山の市場をはじめ全国各
地の市場へ出荷されています。また、共選の副組合
長を長く務めた後、3年前から組合長を務めさせて
いただいています。そのため、様々な販促活動など
で有田みかんをPRさせてもらっています。

３．今後の経営方針
昨年6月の大雨の影響で、有田地域ではみかん園の

崩落など大きな被害がでました。私の園でも崩落が起
こりモノラックやスプリンクラーが被害を受けました。

昨年は手散布で薬散を行うなど何とか収穫まで行うこ
とができたものの、早急に復旧を進めたいと思います。
また、一昨年、娘婿が親元就農してくれたため、

思いもよらず後継者ができました。今後の経営方針
については、規模拡大を進めていくのか、さらなる
高品質化を目指すのか、次の世代を見据え検討を進
めていきたいと考えています。また、現在の経営で
は 11月から 12月に出荷が集中しすぎているため、
10月から 1月までみかんの出荷期間を分散し、長
い期間出荷・販売できるようにしたいと考えていま
す。丹生系温州への改植や新品種の「あおさん」の
導入も検討していく予定です。
共選では、世代交代が進み 30代の組合員も増え

てきましたが、後継者のいない方もあり、作り手の
いない園地も増えてきています。他の組合員が管理
を引き受けたりもしていますが、回りきれなくなっ
てきており、これからどのように維持していくか共
選でも働きかけていく必要があると実感しています。

４．おわりに
これからも引き続き、生産者、出荷組織の立場か

らより良いみかん作りを目指していきたいと考えて
います。私には後継者ができましたが、後継者の確
保や育成は他の地域も含め大きな課題だと思いま
す。地域外から来た就農者に対しても、上手に指導
できる仕組みづくりや育てる環境、組織、地域が必
要であると思います。また、初期投資も大きいため、
地域で使わなくなった施設や機材をうまく活用でき
るような仕組み作りも必要であると考えています。

共選での出荷

温州みかんマルドリ園

大雨による園地の崩落
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私の農業

担い手不足・遊休農地解消への挑戦
～農業分業化生産の確立を目指す～

日高町　青年農業士

白 井 雄 太

農業経営の概況

○作付品目と面積
　水稲	 300 ａ
　青葱	 40 ａ

　　
○労働力
　雇用（臨時）	 10 人

１．はじめに
私は、高校卒業してすぐに就農しました。

地元の同世代の農家とともにグループで農業を

行っており、水稲を中心に施設で青葱を栽培し、

地元近隣市町の市場や産直施設を中心に販売して

います。

平成 30年からは農業委員として、令和 5年度か

らは日高町農業士会の会長として、世代・地域内外

を問わずに農業者の方との交流を盛んに行っていま

す。相談を受けることも多いのですが、その中で、

農業を始めたい、続けたいけれど人手が足りない、

機械などの投資をしたいがお金がない。技術がわか

らないなどの相談を受けるようになりました。

新しく農業を始めたいと考える人や、続けたい人

が多いのに、個人の力では限界がある。地域を活性

化するためになんとかできないのかと色々考えるう

ちに、遊休農地を活用し、農業の分業化と、機械等

の共同利用による生産方式を確立すれば地域の農

業の担い手不足が解消されるのではと思い、令和 5

年の 7月、町内の農家 5人とともに農業者団体「ア

ッセンブル日高」を結成しました。

２．農業経営の特徴 
最近、コンビニやスーパーなどで皆さんも購入さ

れる機会が多いかもしれませんが、サラダやカット

野菜の彩りとして需要が高まっている「トレビス」

という野菜があります。

赤と白の色合いが鮮やかなイタリア原産の野菜

で、ほのかな苦みとシャキシャキ食感が特徴です。

イタリアンのレストランでも欠かせない食材です

が、残念ながらほぼ輸入に頼っており、市場や小売

業者からも国産を求める声が高くなっているため、

トレビスの産地化にこのシステムを活用できないか

かとＪＡや行政に相談し、日高管内で初めての試験

栽培を行いました。播種と育苗はＪＡの育苗施設で

行い、去年の 9月に 60ａのほ場に早生、中生、晩

生の 3品種を同時期に植えました。ほ場によって

施肥量や植穴の間隔を変えるなどして生育状況を確

認しました。

収穫後は、市場や関係機関とともに目揃え会を行

いました。今回はまずまずの出来でしたが、品質の

ばらつきもあるため、技術確立に向けて今後も検討

が必要です。
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定植風景

トレビス目揃え会 収穫されたトレビス

３．今後の経営方針
始まったばかりの取組ではありますが、徐々にト

レビスの栽培面積の拡大を行う予定です。トレビス

だけでなく他の野菜でもこの取組を広げていけるよ

うメンバーで考えています。

また、今年中に「アッセンブル日高」の法人化を

行う予定です。

４．おわりに
我々が目指す農業分業化体制は、耕うん、畝立て、

定植の作業をアッセンブル日高のメンバーらオペ

レーター部門が担い、水管理や病害虫防除、収穫

などのほ場管理は参画農家が行うシステムです。

農業へのハードルが下がり、新規就農者だけでな

く、高齢者や主婦層など幅広い層に参画してもら

うことで、地域の農業を活性化していきたい。そ

の取組やスタイルが地域のモデルとなり、将来は

日高管内の農業を盛り上げていけるよう頑張って

いきたいと思います。
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私の農業

機械化を進め、効率的な農業を！

農業経営の概況

○作付品目と面積
　梅	 200 ａ
　梅苗木	 30 ａ
　すもも	 4 ａ
　	

○労働力
　家族	 2 人
　臨時雇用	 10 人

田辺市　指導農業士

平 岩 義 浩

１．はじめに
私は、すももを主に、温州みかん、梅（苗木生産

を含む）を栽培する農家に生まれ、東京農業大学を

卒業後、地元の梅干し加工業者に就職しました。

当時、梅が「青いダイヤ」と言われるほど単価が

高かったことから、結婚を機に就農しましたが、そ

の頃の経営面積は 80ａと小規模だったため、地域

外まで農地を探しに行き、上富田町と日置川町（現

白浜町）で約 120 ａを確保することができました。

２．農業経営の方針と状況
就農後最初の取組として、「南高」の栽培面積を

拡大するため、購入した上富田町の傾斜園地 70ａ

に植栽されていた「古城」を伐採・抜根して改植、

日置川町の水田 50ａに新植しました。

将来の収穫量増加に対応するため、園地の傾斜緩

和や防除用スプリンクラーを設置するほか、ＪＡの

特別栽培グループに加入して、青梅

の高付加価値化に取り組みました。

これらにより、ハンマーナイフモ

アや肥料散布機を導入し、作業の機

械化を実践するとともに、現在白干

し梅と約半々の割合となっている青

梅のうち、約 3分の 1 を特別栽培

として出荷しています。

梅苗木は父の頃から、多い時に 傾斜緩和し作業道確保 スプリンクラー設備

は 40ａ程度で取り組んでおり、現在「南高」のほ

か、「NK14」や「星秀」等の大梅 5品種と「パー

プルクイーン」を含む小梅 6品種を生産していま

す。苗木は 3年かけて育成しますが、需要はその

年の梅相場による変動が大きく、販売できる数量の

1割程度しか売れない年があったものの、複合経営

的なリスク分散の意味でも継続しています。
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３．今後の経営方針
私自身 63歳となり、妻と 2人の経営のため、梅の面積を

維持しながら、就農当初に改植や新植した 30年生以上の園

地を計画的に改植していきます。

一部残っている急傾斜園や農薬の手散布園を更新する際

には、機械での作業用に整備し、スプリンクラーを設置す

るとともに、電動せん定ばさみ等の省力機器を積極的に導

入することにより、さらなる効率化を進めます。

また、令和 2年の不作、令和 3年～昨年にかけての豊作

傾向により、梅の販売状況が不安定となっていることから、

特別栽培を含めた青梅出荷と白干し梅生産のバランスを調

整し、安定した所得確保を図ります。

さらに、梅苗木生産を継続することで、年間の収入や労

働時間の平準化といった経営面とともに、県果樹育苗組合

の一員として、産地を支える役割を担っていければと考え

ています。

４．おわりに
早いもので、指導農業士としての定年が近づいてきました。

農業士の仲間に入れていただき、たくさんの人と知り合い、農業やそれ以外のことについていろいろ教わ

るとともに、近年では梅の苗木づくりの関係で、４Ｈクラブ員等ともつながりを持つことができました。

梅を含め農業を取り巻く情勢は厳しいですが、今植えた苗木が実を結び、次の世代につながり、産地がさ

らに発展していくことを願っています。

ハンマーナイフモア（左）、肥料散布機（中）、チッパー（右）

作業省力機器

梅苗木の生産



15

農業に懸ける想い

自分にとっての農業

農業経営の概況

○作付品目と面積
　新ショウガ（施設）	 85 ａ
　新ショウガ（露地）	 5 ａ
　ホウレンソウ	 42 ａ
　コマツナ	 67 ａ
　シュンギク	 10 ａ

○労働力
　家族	 3 人
　パートタイム	 5 人

和歌山市　青年農業士

河 嶌 宏 弥

１．はじめに
私は大学を卒業後、後継ぎとして就農しました。

他の業種に一度ついてからでもと思っていたのです

が、やはり両親の高齢化や、人手の問題もあり、思

い切って飛び込んでみました。

２．農業への想い・取り組み
我が家はショウガとコマツナなどの軟弱野菜を主

力としており、特にショウガは地域の特産品として

力を入れております。ショウガは非常に育成期間が

長く、12月の末から5月末までじっくりと手を入れ

ます。そして、7月末まで収穫するのですが、就農

して最初の頃は非常に辛いものでした。どんどん暑

くなるビニールハウス、夜明けと共に働き始め、終

わるころには真っ暗という日々になぜ自分はこんな

仕事についてしまったのだろうと後悔していました。

しかし、私たちの作ったショウガを食べた人たち

の「おいしかった！また作ってなー！」という言葉

に、自分たちのやっていることはとても大事なこと

なのだと気づきました。

それからは、辛いことは辛いが、またあの「おい

しかった！」を聞くために頑張ろうと思えるようにな

りました。また、父と意見がぶつかり合い喧嘩をする

ことも多いのですが、最近は自分も経験を積んだこ

ともあり、少しずつではありますが意見を取り入れて

もらえるようにもなりました。こうやって一歩ずつ進

んでいくということが、自分の取り組んでいくことで

あり、皆がやっていることだと思っております。 出荷調整の様子

施設のコマツナ
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農業に懸ける想い

あら川の桃を次世代に繋ぐ

農業経営の概況

○作付品目と面積
　　桃	 85 ａ
○労働力
　　本人（約　250日）
　　家族（母・約 80日）

紀の川市　青年農業士

上 畑 雅 敬

一緒に働く若い仲間達

１．はじめに
私は大学を卒業後、海南市の生活雑貨メーカー

に入社し、営業部員として和歌山で 3年、東京で 5

年間働いていました。和歌山を離れたことで、改め

て地元への思いが大きくなり、桃農家をしていた祖

母の引退や 2018 年の台風被害なども重なり、農家

になることを決意しました。

和歌山に帰ってきて約 2年間、（株）八旗農園で

研修をした後、2022 年度から独立就農し、今年で

2年目のシーズンを終えました。

２．農業への想い・取り組み
実際に農業をはじめてみると、後継者不足、耕作

放棄地、農家の高齢化による生産力の低下など、こ

れからの農業にはたくさんの課題があることを改め

て感じました。このような農業全体の課題や、産地

としてあら川の桃ブランドを守っていくためにも、

とにかく若い農家が増え、農業を続けていける環境

づくりが必要だと感じています。

私は自らの農園の経営に加え、研修先でもあった

八旗農園の仕事にも携わらせていただいています。

現在、八旗農園には和歌山県農林大学校を卒業後、

新卒で入社した若手従業員が 3名おり、直営農場に

て作業をしております。彼らの中には、社員としてキ

ャリアアップを目指す者や将来的に独立就農を目指

す者など目標は様々です。私はそんな彼らとともに

現場で作業をしたり、コミュニケーションをとる中で、

新規就農への課題や農園として年間雇用していく課

題など様々なことを気づかせてもらっています。

今後はそうして得た経験を活かし、課題解決に向け

て個人農家としても、八旗農園の一員としても、地域

の活性化のために努めていきたいと思っております。
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農業に懸ける想い

地域と人を繋ぐ

農業経営の概況

○作付品目と面積
　かき　中谷早生、紀北川上早生	 30 ａ
　　　　刀根早生	 200 ａ
　　　　平核無	 20 ａ
　　　　四ツ溝	 50 ａ
　うめ	 50 ａ
　すもも	 20 ａ
　柑橘類	 20 ａ
　ぶどう	 20 ａ
　水稲	 40 ａ
○労働力
　　家族	 2 人
　　臨時雇用	 4 人

かつらぎ町　指導農業士

山 本 武 美

１．はじめに
私は結婚を機に退職し、子育てと親の手伝いをし

ながら農業に携わり、昭和 62 年に就農しました。

その親も高齢となり、主人が 13年前に定年となっ

てからは、夫婦で仲良く農業に取り組んでいます。

２．農業への想い・取り組み
我が家の畑は元々急傾斜地が多く、労力が多くか

かります。将来の労力不足を考え、畑を預かる際に

作りやすい畑と入れ替えながら、軽労化と収入の確

保に取り組んでいます。

さて、かきやうめ、柑橘などを作っていると、選果

場に出荷できない物が結構でます。そこで、農家の勿

体無い精神から、平成23年に四郷串柿の里ふるさと

工房キャロットを地元の4名で立ち上げ、加工販売を

始めました。キャロットでは、カット柿、あんぽ柿、う

めジャム、うめ味噌、柑橘のピールなど様々な加工品

を開発し、道の駅くしがきの里などで販売しています。

今、私達が一番力を入れているのが、令和 5年 4

月にプレオープンした四郷地域交流センターともが

きの四郷食堂です。村おこしのた

めに四郷地区内の女性 17名でシ

フトを組んで運営しており、子供

だけでなく老若男女の全ての方が

楽しめる、地域の憩いの場となっ

ています。

ここでは月 2 回、第 1、第 3

日曜日の 11:00 ～ 14:00 に 50

食限定で、地域で採れた季節の食材を用いた料理を

1食 500 円で提供しています。同時に行っている

パンなどの加工販売も人気で、地域内外のリピータ

も増えています。

これらの取り組みで若い人が地域と繋がり、将来

の担い手となって地域を引き継いでもらえるように

頑張っています。

四郷食堂の運営（厨房） 旬菜定食
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農業に懸ける想い

効率的な農業経営を目指して

農業経営の概況

○作付品目と面積
　　極早生温州	 55 ａ
　　早生温州	 110 ａ
　　普通温州	 119 ａ
　　中晩柑	 29 ａ
　　水稲	 20 ａ
○労働力
　　家族	 3 人
　　臨時雇用	 2 人

南広４Ｈクラブ

石 川 貴 也

マルチ栽培

１．はじめに
私は、京都学園大学で自然環境に関する学科を卒

業後、平成 29年に親元就農しました。

長男であることから、小さい頃より祖父に家の農

業を継いでほしいと言われていました。農業を継ご

うと決心したきっかけは、中学 3年生の時でした。

いままで農業を継いでほしいと言わなかった父親

が、継いでくれるなら規模拡大を行うと言われた時

でした。農家の長男に産まれ代々続いている農業を

絶やしてはダメだと感じたのを覚えています。

２．農業への想い・取り組み
私が農業を始めた時には、すでに父親がほとんど

の園地で園内道やスプリンクラーを整備しており、

効率よく作業ができる状態であったため大変助かり

ました。また、作業のしやすさを第一に考えた（フ

ォークリフトの取り回しのしやすさ、天井高にこだ

わった）、倉庫も新築してくれていました。私が就

農してからは、倉庫へ新たに天井クレーンを設置し

ました。それにより、更に効率良く作業ができるよ

うになりました。

栽培面では、早生と中生温州でマルチを被覆し、品

質向上を図っています。マルチ栽培は樹が弱るので収

穫後に液肥を散布するなどその後のケアを十分に行っ

ています。日陰で品質の良くない園地では、収穫を遅

らせた完熟栽培を行い、品質向上を図っています。

出荷先については、ＪＡに出荷を行っています。

良いものを作れば単価に反映されるため、やりがい

を感じております。また、品質を数値化して返して

くれるので今後の栽培管理方法を改善するデータと

して大変役立っています。

今後は、雇用をなるべく減らし、家族労働でほとん

どの作業が行えるようにしたいです。そのために、ま

ず品種構成を見直し、労働配分を考えていきたいです。
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農業に懸ける想い

農業の継続を求めて

農業経営の概況

○作付品目と面積
　　イチゴ	 70 ａ
　　スイカ	 7 ａ
　　ケイトウ	 10 ａ
○労働力
　　家族	 4 人
　　パート	 3 人

御坊市　青年農業士

小 阪 英 誉

１．はじめに
私は高校卒業後、山梨県の種苗会社に勤務しまし

た。会社では、イチゴを担当し、試験栽培に携わっ

たことが、イチゴを栽培するきっかけです。就農と

同時に４Ｈクラブに入り、他地域のイチゴ栽培を目

指す同志とも巡り会いました。また、先輩方に教え

て頂き、時に競い合い、栽培面積も徐々に増え、現

在 70ａになりました。

２．農業への想い・取り組み
当農園は、県育成品種「まりひめ」を主力に経営

しています。多くの人に知ってもらうため、各方面

に出荷しています。農家としての個人のブランドに

よる価格より、売り手・買い手に満足していただけ

る品質と価格を常に考え、日々努力しています。そ

の点を評価いただき、おかげさまでお取引様とは長

いおつきあいをさせていただいております。

私どものイチゴに係わる人たちとWin-win の関

係性を築くことこそが私

の考えの主軸です。そ

れこそが農業が末永く継

続できる方法であると信

じています。時に安すぎ

て不安になりますが「農

家として食べてもらって

なんぼ！！おいしいと喜

んでもらえたら幸せ！リピートしてもらったら誇

り！」と励まし合い営農しております。

天候・気候・災害・経済情勢・栽培・人手不足等々、

問題・課題はなくなりませんが知恵を絞り、イチゴ

部会の方々、他県のイチゴ生産者の方々とも意見交

換し、また、他業種の方々にも知恵をお借りし、日々

精進しております。私にとっての短期目標としまし

ては、「和歌山のまりひめ　おいいしい」と知名度

が全国に広がることです。

「どお、今日も明日も明後日もがんばろかい！」

栽培状況 パック詰め
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農業に懸ける想い

高品質な農産物を作るために

農業経営の概況

○作付品目と面積
　温州みかん	 125 ａ
　　うち極早生 90ａ
　梅	 30 ａ
○労働力
　家族	 2 人
　臨時雇用	 7 人
　（温州みかん収穫時）

上富田町　青年農業士

前 地 孝 俊

１．はじめに
私は高校卒業後、地元の企業に就職しましたが、

いずれは家の農業を継ぐつもりだったので、早いほ
うがいいと思うようになり、30 歳を機に就農して
今年で 10年目になります。

２．農業経営への想い・取り組み
我が家は、温州みかんと梅を栽培しており、就農

する以前から休日には収穫を手伝っていました。就
農してからも父に言われるがままの作業をしていま
したが、町の農業後継者クラブやＪＡの青年部、み
かん部会、梅部会に加入し、栽培技術や品質向上に
つながる取組などについて話をすることにより、父
とも意見交換するようになりました。
令和元年に経営移譲したことから、販売単価をア

ップし収入額を増やすため、果実品質向上の取組を
進めました。特に温州みかんは、味が重視されるよ
うになり、全量ＪＡ出荷のため光センサー選果機で
評価されることから、「日南の姫」、「日南１号」は
高畝＋マルチ栽培と点滴かん水設備による適正な土
壌水分管理を行うとともに、「ゆら早生」を導入し
ました。さらに、家の周辺までイノシシの被害があ
り、全園ワイヤーメッシュを張り巡らせています。
また、梅は「古城」、「南高」を父と２人ですべて

青採りしており、大玉生産と作業省力化のため、摘
心＋カットバック栽培に取り組む予定です。
さらなる品質向上による高単価での販売を目指す

には、施肥や剪定方法などの知識や技術を磨くこと
が必要なため、地域の先輩や仲間、ＪＡや町、県の方々
とのつながりをより深めていきたいと思っています。 獣害防止柵

高畝＋マルチ栽培園
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私は大阪府出身で、大阪の園芸高校を卒業しました。家は自営
業の居酒屋で、農業にはあまり関係ないような状況でしたが、元々
緑や自然が好きで、農家になろうという目標ができました。高校
で培った自然に関する知識を生かしつつ、新しく得られる知識も
吸収してスキルアップを目指したいと思います。
学校では様々な資格を取得する事が出来るため、そういった資
格も活かせるような仕事をしていきたいと思っています。
将来の夢は農家で、イチゴの栽培をしてみたいと思っています。
その他に１～２品種ほどトライしたいです。そのためにはまず自
分がそこまでいけるように努力する必要があります。今は目の前
にあるものを少しずつでもクリアしていこうと思います。

私は有田市出身で、高校は有田中央高校に通っていました。農
林大学校に入学した理由は、高校で学んだ知識や技術をより深く
学びたいと思ったからです。
将来は、農業関連企業に就職したいと思っています。学校で頑

張りたいことは、いろいろな資格を取得したいと思っています。

私はすさみ町出身で、高校は和歌山県立熊野高等学校に通って
いました。私がこの農林大学校に入学した理由は、農業関係の仕
事に就職するためです。最初は寮生活へ不安を感じましたが、１
日で慣れました。
将来の夢はまだ明確には決まっておりませんが、どんな道に進
んでも大丈夫なように学校で出来る限り多くの資格を得ようと考
えています。まだまだ時間はあるので頑張ります。

県農林大学校生です
。

～農林大学校１年生の自己紹介＆近況報告～

桒 名 達 史

農学部　園芸学科

桑 原 良 輔

津 村 　 駿






























































